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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】令和2年1月30日(2020.1.30)

【公開番号】特開2018-148261(P2018-148261A)
【公開日】平成30年9月20日(2018.9.20)
【年通号数】公開・登録公報2018-036
【出願番号】特願2017-38128(P2017-38128)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   5/74     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  21/00     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  21/14     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   5/00     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   5/36     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ    5/74     　　　Ｚ
   Ｇ０３Ｂ   21/00     　　　Ｄ
   Ｇ０３Ｂ   21/14     　　　Ｚ
   Ｇ０９Ｇ    5/00     ５１０Ｂ
   Ｇ０９Ｇ    5/00     　　　Ｘ
   Ｇ０９Ｇ    5/00     ５５０Ｃ
   Ｇ０９Ｇ    5/00     ５３０Ｈ
   Ｇ０９Ｇ    5/36     ５２０Ｄ

【手続補正書】
【提出日】令和1年12月11日(2019.12.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４６】
　位置検出部１０６は、光出射装置２００に赤外光を射出させ、撮像部１０３が赤外光を
利用して生成した撮像画像とキャリブレーション結果とに基づいて、電子ペン５００の指
示位置と指６００の指示位置とを検出する。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６３】
　キャリブレーションが終了すると、キャリブレーション制御部１０９は、切替部２１ｃ
を制御してＩＲ透過フィルター２１ｂを光学系２２とイメージセンサー２３の間に配置さ
せる。これ以降、位置検出部１０６は、光出射装置２００に赤外光を射出させ、撮像部１
０３が赤外光を撮像して生成した撮像画像から、電子ペン５００や指６００で指示された
指示位置を検出する。そして、位置検出部１０６は、検出した指示位置を、記憶部１０４
に記憶されているキャリブレーションデータに基づいて、画像情報に応じた投射画像上の
位置に変換し、画像制御部１０７に出力する。


	header
	written-amendment

